
清須市第２次総合計画 基本計画（施策単位）のレイアウトについて 

 
施策単位で主担当課を設定し、主担当課

が主体的に進行管理（施策評価）を実施 ○社会動向（国・県）と

その中における清須市

の現状と課題 

○清須市におけるこれま

での取組を踏まえた今

後の課題 

○市民満足度調査結果 

 （第１回からの施策の

満足度・重要度の経年

変化） 

 などを記載 

○第２次総合計画の計画

期間の終了時（基本構

想の終期である2024

年度）を見据えて、施

策の目標となる「目指

す姿」を提示 

○「施策がどう展開され、

その結果、まちがどう

なっている（アウトカ

ム）」という形でまとめ

る 

○「目指す姿」にどの程度近づけているかを測るための「達成度指標」を設定（原則として数値

によるアウトカム指標） 

○１施策あたり２～５つの指標とし、統計的な指標のほか、市民の行動実態や認知度なども指標

として設定（「市民満足度調査」の中で、別途設問を設けて捕捉する） 

○基準値は、原則として統計的指標については「2015年度」、アンケートについては「2016

年度」とする。目標値については、計画期間終了時の2019年度の数値とともに、その先を見

据えて2024年度（基本構想の終期）についても設定する。 

○目標値については、具体的な数値の設定が可能かつ妥当であるもの以外は、「増加（↗）」など

の定性的なものとする 

○「目指す姿」の達成に向

けて、計画期間中

（2017～2019年度）

の「施策の展開」を記載

（予算事業のほか、予算

を伴わない取組につい

ても記載） 

○「施策の展開」ごとに担

当課を記載（原則として

１担当課） 

○「施策の展開」の中で予

算事業を伴うものにつ

いては、「主な事業」を

記載（予算事業と連動） 

○全ての施策に共通の指標として「市民満足度調査における満足度」を設定（施策単位で満足

度を常に向上させることを目標とする） 

○「市民満足度調査」の調査用紙の情報の中に、施策単位で「目指す姿」を付記することによ

り、満足度・重要度を判断する材料として、現状が目指す姿にどこまで近づいているかとい

う視点が加わる。これにより、「目指す姿」にどの程度近づけているかを測る「達成度指標」

の柱が市民満足度となる。（他の指標のように具体的な取組・事業の成果が指標の向上・改善

に直接つながるものではないが、理念的な指標として位置付ける） 

○施策に関連する市の個別

計画の概要や計画期間な

どを記載 

「清須市まち・ひと・しごと創生総合戦略」へ位置

付けている施策を表示（両計画の整合性を確保） 

○「施策の展開」単位で、「主

な事業」を中心として、

毎年度の予算編成とあわ

せて「実施計画」を作成

し、事業進捗指標（※）

を設定した上で決算時に

「事務事業評価」を実施 

※数値によるアウトプット  

指標を中心とし、定量的

な各事業活動の成果が、

施策の「達成度指標」の

実現に寄与するという関

係を整理 
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資料１２ 

計画期間中（2017～2019年度）における施策の目標と、その目標の実現に向けた具体的な取り組みを定めるもの 

❸ 

❹ 

❺ 

❽ 

❾ 


